新しいあなた
コリント人への手紙Ⅰ 6:9-11
昼間のテレビで最も人気のある番組の一つは、「メイクオーバー」です。
彼らは観客の中から一人を選び、その人の服装、髪型、メイクをやり直して、新しい人物へと変身させます。映画スターについて私たちが好む点は、彼らが資金と才能を持ち、年ごとに異なるキャラクターやスタイルへと自分自身を再創造できることです。もちろん、こうしたイメージチェンジの大きな魅力は、数分のうちに人が自分の「見た目」全体を一見変え、別人になれることです。
今では、より劇的な変化を求めて整形手術を受ける、極端なイメージチェンジもあります。外見が新しくなっても内側は同じ昔の人のままであり、もしその人をスタジオから普段の生活へと追っていくことができるなら、その人の内側にあったものがやがてにじみ出てきて、奇跡のようなイメージチェンジをする前の外見や感覚に戻ってしまうことは、博士号がなくても分かります。
これは、劇的な「新しい自分」への変身が不可能だという意味ではありません。ただ、それは化粧や服装、ダイエット、さらには美容整形によって達成されるものではないということです。
コリント人への手紙Ⅰ6章9～11節で、パウロは可能で永続的な根本的変化について語り、この「新しいあなた」へと導く三つの段階を説明しています。
以前のあなた
⁹¹⁰ こんな者が神の国を相続できないのは、当然ではありませんか。思い違いをしてはいけません。不道徳な生活をしている者、偶像を拝む者、姦淫する者や同性愛にふける者は、神の国を相続できません。どろぼう、貪欲な者、酒に酔う者、人をけなす者、強盗も同様です。
- コリント人への手紙Ⅰ 6:9-10
もちろん、パウロが扱っているのは人々の内面です。なぜなら、内面の変化は外面の変化につながり、内面の変化だけが永続的な変化だからです。外面は変えたり改善したりすることができますが、常に衰えていきます。パウロは、私たちに永続的な影響を及ぼす領域における変化を扱っています。
彼はまず、福音によって彼らを見いだす前の状態、つまり以前の姿である「古い」あなたについて説明し始めます。
さて、このリストは、人類が犯し得るすべての罪を網羅したものではありません。これは、これらのコリントの人々が霊的に変えられる前に関わっていた罪の種類を示すものです。彼は次のことを挙げました。
· 淫行 - 未婚者間の不適切な性的行為を指す広い用語。
· 偶像礼拝 - 異教の神々を礼拝すること、およびそれに関連する活動。
· 姦淫する者 - 性的な面で結婚に不忠実な者たち。
· 男娼 - 原語のギリシア語は「柔らかい」を意味した。英語の effeminate は女装者または異性装者を示唆するが、ギリシア語はより広い意味を持ち、異性装者、ポルノグラフィー、みだらな行為（Playboy Philosophy）を含む、あらゆる形態の性的倒錯を含む。
· 同性愛者 - ここでも、この語はギリシア語には現れず、聖書は英語がそうしているように、この実践をそれ自体の名称で認めてはいない。
それは、男性が他の男性と性行為をすること、ひいては女性が女性と性行為をすることを指します。
· 盗人 - 盗む者たち。
· 貪欲な者 - 欲深く、情欲に満ちた者たち。
禁じられているものを欲しがる罪、または自分が持っているものに決して満足しない罪。
· 酔酒する者 ― アルコール、または何らかの物質に依存している者。
· ののしる者 ― 「虐待する、または悪口を言う」という意味のギリシア語に由来する。
· 憎しみを抱く者、言葉や身体による虐待者、中傷する者など。
· 詐欺師 ― 人をだます者、うそつき、ペテン師、商売において不正直な者。
一般的な罪を表すために、10の罪が挙げられていることに注目してください（#10はユダの手紙ヤの数秘術において全体性または完全性を表していました）。また、これら10の罪は、その罪深さと罪に定める力において、同等のものとして並べられていることにも注目してください。
神は同性愛を、虐待や淫行、あるいは嘘と同じように見ておられます――それらはすべて悪であり、罪深いものです。パウロは、コリントの人々がこれらのことの一部に当てはまり、その結果、天の御国を受け継ぐことを拒まれたと述べています。
言い換えれば、これらの罪は人を天国から締め出し、地獄へ送ることになります（どちらも同じ意味です）。私たちは、受け入れられる罪と受け入れられない罪を区別しがちですが、聖書は、これらの罪のいずれか一つ、または組み合わせが、私たちの魂を罪に定めると教えています。
これらの罪は、当時のコリントの人々がどのような者であったかを定義し、描写していました。そこで今度はパウロが、彼らの生活における完全な変化、いわば霊的な変身へと導いた三つの段階を説明します。
新しいあなた
あなたがたの中にも、そんな過去を持つ人がいます。しかし、主イエス・キリストと神の聖霊のおかげで、今はもう罪を洗い流され、あなたがたは神のために聖なる者とされ、神に受け入れられているのです。
- コリント人への手紙Ⅰ 6:11
ステップ1。新しい清さ
この変化において最初に必要なことは、これらの古いものを私たちの生活から取り除くことです。罪深い言葉、罪深い行い、罪深い思い、そして意図は、私たちを絶えず罪に定める永遠の神の御前で、時を超えて残り続けます。一つ一つの罪は神の御前で証人として残り続け、私たちにその資格がないことを証明し、天の御国を受け継ぐのにふさわしくないことを示します。
したがって、まず第一にすべきことは、私たちを醜く、汚れた、神の御前にいるにふさわしくない者に見せるこれらのものを取り除くことです。パウロは、彼自身が罪から洗い清められたように、彼らも洗い清められたと言っています――使徒の働き 22:16。
パウロはコロサイ人への手紙2章14節で答えています：
神の定めに違反したことが記されているあなたがたに不利な証書を、塗りつぶしてしまわれたからです。この罪の証書は、キリストの十字架と共に釘づけにされて無効となったのです。
- コロサイ人への手紙 2:14b
自分の罪を見たいとき、私たちは十字架を見上げ、罪が贖われたことを見ることができます。神が私たちの罪をご覧になるとき、ただ十字架をご覧になり、私たちの救いのための完全なご計画が成し遂げられたことをご覧になります。
ですから、内なる人を新しくする第一歩は、キリストのバプテスマという清めの水によって過去を洗い流し、清くなることです。水から出て来たとき、外見は同じに見えるかもしれませんが、内側は罪の履歴も汚れもない、まったく新しいものとなっています。
ステップ2。新しい目的
聖書はこれを聖化と呼んでいますが、要するに、それは人生における新しい目的です。聖化という言葉は、特別な目的のために何かを分離する、または選び出すことを意味します。例えば、ある人々は祭司として特別な働きをするために神によって選ばれました。彼らは「聖化された」、すなわち、取り分けられたのです。
この新しく、別個の務めにおいて、彼らには特別な衣服、特別な務め、働くための特別な場所、そして特別な生活様式が与えられました。これらすべては、彼らの聖別、すなわち「取り分けられていること」の一部でした。
同じように、パウロは、私たちがバプテスマを受け、罪から洗い清められると、神が私たちを洗い清められていない人々から分けられると説明しています。神は私たちを教会に加えることによってこれをなさいます。使徒の働き 2:47 そして、教会の一員として、私たちは自分たちの特別な務めと特別な生き方がどのようなものかを学びます。
この生き方がキリスト教であり、教会の中で私たちはそれを学び、実践し、それを求める他の人々を探します。過去の私たちがどのような者であったとしても、善であれ悪であれ、私たちの洗いのゆえに、今や新しいアイデンティティと目的を持っています。
私たちは、これらのことがなくなったからといって、もはや盗む者や淫行をする者や酔っぱらいではない。しかし同じ道理で、もはや主婦や会計士や大工でもないということになる。
神は私たちを聖別し、キリストのからだの中に置き、私たちの罪を消し去り、私たちをクリスチャンの主婦、クリスチャンの会計士、クリスチャンの大工などとしてくださいました。私たちの目的は、この世界のあらゆる部分をキリストの味わいで味付けすることです。
ステップ3．新しい安全
パウロは変革の過程における最後の一つの段階を挙げ、それを義認＝安全と呼んでいます。義と認められるとは、無罪とされることを意味します。
例えば、O.J.シンプソンは犯罪を犯したかもしれませんが、裁判所は彼を無罪とし、自由の身にしました。聖書の言葉で言えば、彼は義と認められたのです（彼に正当な理由があったという意味ではありません）。
あなたの罪の程度にかかわらず、無罪とされるか義と認められれば、あなたは自由になり、それで終わりです。
私たちは自分の罪と犯罪について有罪ですが、イエスは十字架上で苦しみ、死ぬことによって、これらの代価を支払ってくださいます。イエスがこのことをしてくださるので、私たちは神の法廷で無罪とされ、刑罰から解放されます。
私たちが自由なのは無実だからではなく、カルバリでイエスが私たちの罪の罰を御自身に引き受けてくださったからです。私たちは罪の責任がありますが、その刑罰を受けずに済んでいます――このことのためにイエスを賛美しましょう。
パウロは、洗われ、聖別された者たちに対する神の賜物とは、彼が今述べた罪のために苦しんだり、償ったりする必要がないという約束である、と述べています――神はキリストを通してこのことを成し遂げてくださいました。律法主義者とは、人は何らかの方法で罪を償ったり、罪の代価を支払ったりしなければならないと考える人です。別の箇所で、1 ヨハネの福音書 1:7-9ヨハネは、人がキリストにあって聖別された状態にとどまり続ける限り、イエスの犠牲は、その人が洗われた後に犯すすべての罪についても、その人を無罪とし続ける、と説明しています。
古い人は罪悪感、罰、断罪、苦しみを心配していました――新しい人には、過去、現在、そして将来のすべての罪がその人に負わせられることはないという確信が与えられます――これは何という平安をもたらすことでしょう。
要約
私たちの世界は美しさと若さを愛し、それらを非常に重視しているので、私たちが美しさと若さの礼拝に引き込まれてしまうのは容易なことだと思います。年を重ね、弱くなっていくこと、活力や精力を失うことは罪ではありません。それは、この世にある罪の結果です。
数年若く見えたり振る舞ったりすることを心配するのを減らし、代わりに、私たちが本当に変化をもたらすことのできる領域、永遠のために本当に時計を止めることのできる領域で変化を起こすことに集中するなら、私たちはどれほど平安になることでしょう！
パウロは、神が私たちすべてに、方法ではなく、私たちを新しい民へと変えることのできる一人の方を与えてくださると教えています。
· 罪が赦されているので、神の目に美しい者です。
· 私たちの人生には、まったく新しい目的と意味があります。
· 罪や死を二度と経験することなく、天で永遠に生きる者です。
イエス・キリストは、御自身のバプテスマによって洗い清められ、御自身の教会で忠実に生きるすべての人に対して、これを行うことがおできになり、実際に行ってこられ、これからも行われます――この変身を望むなら、新しい自分を望むなら、来なさい。
